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西
村
裕
三 

先
生
―
そ
の
人
と
学
問

横  

藤  

田　
　

誠

　

西
村
裕
三
先
生
は
、二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
三
月
末
を
も
っ
て
、定
年
に
よ
り
広
島
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
を
退
職
さ
れ
た
。

二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
に
着
任
さ
れ
、
法
学
部
長
（
二
期
）、
社
会
科
学
研
究
科
長
（
二
期
）
を
務
め
ら
れ
、
本
学
の
激
動
期
に
お

け
る
法
学
部
・
社
会
科
学
研
究
科
の
誤
り
な
き
前
進
の
指
揮
を
執
ら
れ
る
と
と
も
に
、
各
種
審
議
会
等
の
会
長
や
委
員
と
し
て
地
域
社
会

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
。
憲
法
研
究
者
の
学
識
と
矜
持
を
も
っ
て
妥
協
な
く
発
信
さ
れ
る
姿
は
、
法
的
素
養
と
幅
広
い
視
野
、
判
断
力

を
養
い
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
資
質
・
能
力
を
育
む
こ
と
を
目
指
す
法
学
部
の
使
命
を
そ
の
身
を
も
っ
て
示
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

　

一
．
人　

そ
の
一

　

一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
、
広
島
大
学
法
学
部
の
前
身
で
あ
る
政
経
学
部
法
律
政
治
学
科
に
入
学
さ
れ
た
西
村
先
生
は
、
勉
強
も
遊

び
も
手
を
抜
か
な
い
学
生
生
活
を
過
ご
さ
れ
た
と
い
う
。
当
初
民
法
ゼ
ミ
で
学
び
、
広
島
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
（
当
時
）

に
進
学
し
た
が
、
指
導
教
授
の
転
出
を
き
っ
か
け
に
畑
博
行
先
生
（
広
島
大
学
名
誉
教
授
、
元
近
畿
大
学
学
長
）
の
下
で
憲
法
を
学
ぶ
こ

と
と
な
っ
た
。

　

西
村
先
生
は
、
大
学
院
修
了
後
の
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
に
大
阪
府
立
大
学
経
済
学
部
に
赴
任
さ
れ
た
。
一
九
八
二
（
昭
和



12

五
七
）
年
か
ら
約
二
年
間
、
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
擁
す
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
お
よ
び
デ
ュ
ー
ク

大
学
に
客
員
研
究
員
と
し
て
滞
在
し
、
充
実
し
た
留
学
生
活
を
過
ご
さ
れ
た
。
広
大
な
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
西
端
と
東
端
の
両
方
の
生
活
を

体
験
し
た
先
生
に
と
っ
て
最
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
西
、
穏
や
か
な
東
と
い
う
、
対
照
的
な
黒
人
の
態
度
だ
っ
た
。

黒
人
が
差
別
さ
れ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
が
、
人
種
問
題
は
決
し
て
単
純
で
は
な
い
と
感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
。
両
大
学
で

の
研
究
経
験
が
後
に
述
べ
る
先
生
の
学
問
的
実
践
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。

　

西
村
先
生
は
帰
国
後
、
本
格
的
に
憲
法
の
授
業
と
ゼ
ミ
を
担
当
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
経
済
学
部
で
あ
り
な
が
ら
西
村
先
生
の
憲
法
ゼ

ミ
は
人
気
が
あ
り
、
毎
年
十
人
前
後
の
学
生
が
集
っ
た
。
経
済
学
部
の
学
生
に
憲
法
の
役
割
を
理
解
さ
せ
る
べ
く
、
最
新
判
例
を
め
ぐ
っ
て

議
論
す
る
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
た
ゼ
ミ
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
た
と
い
う
。

　

二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
、西
村
先
生
は
本
学
に
赴
任
さ
れ
た
。
こ
こ
で
も
西
村
ゼ
ミ
は
毎
年
十
数
名
の
学
生
が
集
う
人
気
ゼ
ミ
と
な
っ

た
。
憲
法
の
重
要
判
例
に
つ
い
て
学
生
が
発
表
し
皆
で
討
論
す
る
と
い
う
形
式
は
大
阪
府
大
時
代
を
踏
襲
し
た
も
の
の
、
そ
の
雰
囲
気
は
和

気
藹
々
と
し
つ
つ
も
、
時
に
先
生
か
ら
の
厳
し
い
指
摘
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
、「
勉
強
し
な
け
れ
ば
」
と
ゼ
ミ
生
を
奮
起
さ
せ
る
に
十
分
な

も
の
だ
っ
た
。
西
村
ゼ
ミ
の
最
大
の
特
徴
は
公
務
員
志
望
者
の
多
さ
だ
っ
た
。
法
学
部
の
先
輩
か
ら
後
輩
に
「
公
務
員
に
な
り
た
け
れ
ば
西

村
ゼ
ミ
に
」
と
語
り
継
が
れ
た
よ
う
だ
。
毎
年
ゼ
ミ
生
の
九
割
が
、
憲
法
の
精
神
を
そ
の
身
に
刻
ん
で
公
務
員
と
し
て
巣
立
っ
て
行
っ
た
。

　

大
学
院
生
に
対
す
る
指
導
も
熱
心
に
行
わ
れ
た
。
研
究
者
と
な
っ
た
教
え
子
数
名
に
話
を
聞
い
て
意
外
だ
っ
た
の
は
、
西
村
先
生
の
指

導
の
あ
り
方
が
同
一
で
は
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
あ
る
院
生
に
は
手
取
り
足
取
り
で
は
な
く
後
ろ
か
ら
励
ま
し
、他
の
院
生
に
は「
て
に
を
は
」

を
含
む
文
章
推
敲
を
細
か
く
指
導
し
、
別
の
院
生
に
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
を
用
い
つ
つ
優
し
く
接
し
た
と
い
う
。
ま
さ
に
そ
の
人

の
資
質
・
性
質
を
見
て
そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ
た
指
導
法
を
用
い
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、教
え
子
が
声
を
そ
ろ
え
て
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

研
究
に
対
す
る
妥
協
の
な
い
厳
し
さ
と
、
そ
の
反
面
で
時
々
に
見
せ
る
優
し
さ
だ
。
あ
る
人
は
、
研
究
発
表
の
予
行
演
習
で
思
っ
た
以
上
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に
褒
め
ら
れ
、
自
信
を
も
っ
て
本
番
に
臨
め
た
と
い
う
。
別
の
人
は
、
研
究
内
容
に
つ
い
て
雷
を
落
と
さ
れ
た
後
に
さ
り
気
な
く
示
さ
れ

た
気
遣
い
に
本
当
に
救
わ
れ
た
と
語
っ
て
い
る
。

　

西
村
先
生
の
厳
し
さ
と
優
し
さ
に
包
ま
れ
た
ゼ
ミ
生
と
の
交
流
は
卒
業
後
も
続
く
。
二
〇
年
以
上
前
か
ら
、
五
月
三
日
の
憲
法
記
念
日

に
先
生
の
ご
自
宅
近
く
の
公
園
で
行
わ
れ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
時
に
数
十
名
に
及
ん
だ
こ
と

も
あ
る
と
い
う
。

　

二
．
学
問

　

西
村
先
生
の
学
問
に
お
け
る
最
大
の
特
徴
は
、
ア
メ
リ
カ
法
に
関
す
る
深
き
学
識
を
踏
ま
え
た
上
で
の
日
米
比
較
憲
法
研
究
に
あ
る
。

恩
師
・
畑
博
行
先
生
の
教
え
を
受
け
て
芽
生
え
、
留
学
時
の
様
々
な
経
験
・
思
考
に
よ
っ
て
開
花
し
た
ア
メ
リ
カ
憲
法
研
究
に
対
す
る
熱

意
は
、
西
村
先
生
の
研
究
生
活
の
骨
格
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

主
な
研
究
対
象
は
司
法
審
査
制
お
よ
び
平
等
保
護
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
た
日
本
国
憲
法
体
制

に
と
っ
て
日
米
比
較
法
研
究
の
必
要
性
の
最
も
高
い
分
野
で
あ
る
と
い
え
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、「
ア
メ
リ
カ
の
司
法
審
査
制
に
関
す

る
一
考
察̶

そ
の
歴
史
的
発
展
過
程
と
機
能
的
分
析
（
一
）（
二
）」（『
広
島
法
学
』
三
巻
一
号
・
三
号
、
一
九
七
九
年
）
お
よ
び
「
日
本

国
憲
法
の
下
で
の
憲
法
訴
訟
の
展
開
―
司
法
消
極
主
義
か
ら
司
法
積
極
主
義
へ
」（『
裁
判
所
は
「
権
利
の
砦
」
た
り
う
る
か
』、
二
〇
一
一

年
）
に
結
実
し
て
い
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
平
等
保
護
に
関
す
る
比
較
法
研
究
こ
そ
、
西
村
先
生
の
最
大
の
学
問
的
貢
献
だ
と
い
え
る
。
そ
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
が
、

阪
本
昌
成
先
生
と
共
訳
さ
れ
た
「
バ
ッ
キ
ー
事
件
に
お
け
る
主
要
な
ブ
リ
ー
フ
（
一
）
〜
（
五
）
完
」『
広
島
法
学
』
三
巻
二
号
・
三
号
・



14

四
号
、
四
巻
一
号
・
二
号
、
一
九
七
九
〜
八
〇
年
）
で
あ
る
。
連
邦
最
高
裁
判
所
が
大
学
入
学
に
際
し
黒
人
用
の
特
別
枠
を
設
け
る
の
を

平
等
原
則
違
反
と
し
た
一
九
七
八
年
の
バ
ッ
キ
ー
事
件
で
最
高
裁
に
提
出
さ
れ
た
ブ
リ
ー
フ
（
準
備
書
面
、
弁
論
趣
意
書
）
を
訳
し
た
こ

の
作
品
は
、
平
等
原
則
を
め
ぐ
る
最
大
の
難
問
の
一
つ
と
な
る
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
以
下
、
Ａ
Ａ
と
い
う
）
に
関
す
る
、

日
本
に
お
け
る
最
初
期
の
研
究
と
な
っ
た
。
こ
の
作
品
は
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
判
例
研
究
に
お
け
る
ブ
リ
ー
フ
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
し

た
と
い
え
る
。
西
村
先
生
は
こ
の
後
、ア
メ
リ
カ
の
関
連
判
例
の
研
究
を
精
力
的
に
進
め
ら
れ
、『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
法
的
諸
問
題
』（
一
九
八
七
年
）
に
纏
め
ら
れ
た
。
Ａ
Ａ
を
め
ぐ
る
研
究
を
書
籍
と
し
て
世
に
問
う
た
の
は
、
西
村

先
生
の
こ
の
業
績
が
日
本
で
初
め
て
だ
っ
た
。
ま
さ
に
Ａ
Ａ
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
先
生
が
学
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
も
、
西
村
先
生
は
、
Ａ
Ａ
に
関
す
る
判
例
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
研
究
（「A

ffirm
ative A

ction

を
め
ぐ
る
合
衆
国
最
高
裁
判
例
の

動
向
」
日
米
法
学
会
刊
『
ア
メ
リ
カ
法
』
一
九
八
九
―
二
、一
九
九
〇
年
、「
最
近
の
判
例
―H

opw
ood v. Texas, 78 F.3d 932 (5th C

ir..), 

cert. denied, 116 S.C
t. 2581(1996)

」『
ア
メ
リ
カ
法
』
一
九
九
九
―
二
、二
〇
〇
〇
年
、
な
ど
）
に
加
え
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
価
値
観
と

関
連
さ
せ
て
Ａ
Ａ
の
意
味
を
深
く
考
究
す
る
論
稿
（「
差
別
と
救
済
―
ア
メ
リ
カ
社
会
と
平
等
」
阪
本
昌
成
・
村
上
武
則
編
著
『
人
権
の

司
法
的
救
済
』、
一
九
九
〇
年
、「
多
様
性
の
価
値
と
“Affirm

ative A
ction

”」
阪
本
昌
成
編
『
立
憲
主
義
―
過
去
と
未
来
の
間
―
』、

二
〇
〇
〇
年
な
ど
）
な
ど
、
こ
の
分
野
の
研
究
を
支
え
ら
れ
て
き
た
。
現
在
に
至
っ
て
も
、
Ａ
Ａ
に
つ
い
て
検
討
す
る
際
に
、
先
生
の
業

績
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
必
要
不
可
欠
の
作
業
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
西
村
先
生
の
平
等
保
護
に
関
す
る
研
究
は
Ａ
Ａ
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
性
差
別
の
問
題
（「
家
族
手
当
等
の
受
給

資
格
と
性
差
別̶

岩
手
銀
行
女
子
賃
金
差
別
事
件
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト　

平
成
四
年
度
重
要
判
例
解
説
』
一
〇
二
四
号
、
一
九
九
三
年
）、
投

票
価
値
の
平
等
問
題
（「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
選
挙
区
割
り
と
投
票
価
値
の
平
等
（
一
）（
二
）」
大
阪
府
立
大
学
『
経
済
研
究
』
四
一
巻

一
号
、
一
九
九
五
年
、
同
四
三
巻
一
号
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
、
日
米
の
平
等
問
題
に
関
す
る
先
生
の
研
究
は
数
多
い
。「
法
の
下
の
平
等
」
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岩
間
昭
道
・
戸
波
江
二
編
『
憲
法
Ⅱ　

基
本
的
人
権
』（
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
司
法
試
験
シ
リ
ー
ズ
、
一
九
九
四
年
）
は
、
西
村
先
生
が

こ
の
分
野
の
代
表
的
研
究
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
後
、
大
学
の
激
動
期
に
学
内
の
要
職
を
務
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
、
研
究
に
集
中
で
き
る
時
間
が
奪
わ
れ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
っ
た
が
、
複
数
の
教
え
子
が
Ａ
Ａ
を
含
む
平
等
保
護
に
関
す
る
研
究
を

鋭
意
進
め
て
い
る
こ
と
は
、
先
生
の
学
問
的
影
響
の
強
さ
を
示
す
と
共
に
、
師
弟
に
わ
た
る
世
代
間
連
携
に
よ
っ
て
こ
の
分
野
の
研
究
が

更
に
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

西
村
先
生
の
学
問
的
貢
献
は
著
作
に
よ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
近
畿
を
中
心
と
す
る
人
脈
を
活
か
し
て
関
西
ア
メ
リ
カ
公
法
学
会

の
広
島
で
の
開
催
を
複
数
回
手
掛
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
公
法
研
究
の
活
性
化
に
大
い
に
刺
激
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、教
育
・
研
究
両
面
で
の
国
際
化
を
推
進
す
る
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
」
に
本
学
が
選
定
さ
れ
る
以
前
か
ら
、西
村
先
生
は
、

海
外
の
大
学
と
の
学
術
交
流
を
活
発
化
さ
せ
、
教
員
間
の
共
同
研
究
や
学
生
間
の
交
換
留
学
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
。
ま
ず
、
華

東
政
法
大
学
、
中
国
政
法
大
学
、
大
連
大
学
な
ど
中
国
の
主
要
な
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
た
。
学
術
交
流
協
定
を
締
結
す
る
た

め
に
訪
問
し
た
大
学
で
は
、
必
ず
英
語
で
講
演
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
大
学
で
行
っ
た
講
演
を

き
っ
か
け
に
、
二
〇
一
二
年
九
月
同
大
学
で
開
催
さ
れ
た
国
際
コ
ロ
キ
ア
ム
「
平
和
と
憲
法
」
で
の
講
演
を
依
頼
さ
れ
、
そ
の
講
演
を
聞

い
た
教
授
と
の
縁
で
、
ト
ゥ
ー
ル
大
学
、
さ
ら
に
は
モ
ロ
ッ
コ
の
ウ
ジ
ャ
ダ
大
学
な
ら
び
に
メ
ク
ネ
ス
大
学
と
の
学
術
交
流
協
定
締
結
に

発
展
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

三
．
人　

そ
の
二

　

西
村
先
生
に
接
す
る
と
、
些
事
に
捉
わ
れ
な
い
落
ち
着
い
た
態
度
と
重
厚
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
誰
も
が
気
づ
く
。
本
学
に
赴
任
さ
れ
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て
わ
ず
か
三
年
後
に
法
学
部
長
に
就
任
さ
れ
た
の
は
、
先
生
の
力
量
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
法

学
部
長
を
二
期
、
社
会
科
学
研
究
科
長
を
二
期
、
計
八
年
間
要
職
に
捧
げ
ら
れ
た
時
間
と
労
力
は
計
り
知
れ
な
い
。
ま
し
て
や
、
大
学
を

め
ぐ
る
内
外
の
情
勢
が
複
雑
化
し
た
時
期
に
お
け
る
激
務
は
、
想
像
を
絶
す
る
心
労
を
先
生
に
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
。
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
の
は
、
そ
の
激
務
の
中
で
先
生
が
研
究
者
の
本
分
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
こ
と
だ
。
錚
々
た
る
リ
ー
ダ
ー
が
一
堂
に
会
す
る
場
に

あ
っ
て
、
平
静
は
穏
や
か
で
協
調
性
の
あ
る
先
生
が
、
憲
法
研
究
者
と
し
て
黙
っ
て
い
る
こ
と
の
で
き
な
い
と
感
じ
た
時
に
議
論
の
方
向

に
異
議
を
唱
え
た
こ
と
は
一
度
や
二
度
で
は
な
い
と
い
う
。
空
気
を
読
む
こ
と
、忖
度
す
る
こ
と
が
至
上
命
題
と
さ
れ
る
こ
の
社
会
に
あ
っ

て
、
こ
れ
が
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
の
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
先
生
の
直
言
が
叶
っ
た
こ
と
も
叶
わ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う

が
、
結
果
は
と
も
か
く
自
身
の
役
割
を
可
能
な
限
り
果
た
す
先
生
の
姿
は
、
後
継
の
我
々
に
多
く
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て

な
ら
な
い
。

　

先
生
の
ご
活
躍
は
学
内
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
す
で
に
大
阪
府
大
時
代
か
ら
、
人
権
施
策
推
進
、
個
人
情
報
保
護
、
情
報
公
開
な

ど
に
関
す
る
審
議
会
・
審
査
会
の
会
長
・
委
員
を
数
多
く
務
め
ら
れ
て
い
た
が
、
本
学
赴
任
後
は
近
隣
の
地
方
自
治
体
の
同
種
審
議
会
・

審
査
会
の
会
長
・
委
員
の
仕
事
も
加
わ
り
、
毎
週
の
よ
う
に
会
議
に
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
過
酷
な
日
程
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ

れ
で
も
、
地
域
貢
献
こ
そ
地
方
国
立
大
学
教
員
の
使
命
で
あ
る
と
い
う
恩
師
の
教
え
を
身
に
受
け
て
、
先
生
は
地
域
社
会
の
要
請
に
積
極

的
に
応
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
先
生
は
ま
た
、
学
外
の
仕
事
に
対
し
て
も
決
し
て
手
を
抜
か
な
い
。
会
議
で
委
員
が
自
由
闊
達
に
議
論
し

た
内
容
を
事
務
局
が
答
申
案
と
い
う
形
で
纏
め
る
の
が
こ
の
種
の
会
議
の
通
例
で
あ
り
、
会
長
と
い
え
で
も
事
務
局
案
に
手
を
加
え
る
こ

と
は
あ
ま
り
な
く
、
微
修
正
に
留
ま
る
こ
と
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
西
村
先
生
は
、
必
要
と
あ
れ
ば
答
申
案
の
大
部
分
を
書
き
換
え
る
こ
と

も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
も
ま
た
、
自
身
の
役
割
を
妥
協
な
く
果
た
し
た
い
と
い
う
先
生
の
思
い
を
顕
著
に
表
し
た
行
動
で
あ
っ
た
よ
う

に
思
う
。
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こ
の
場
を
借
り
て
個
人
的
に
感
謝
の
思
い
を
述
べ
る
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。
西
村
先
生
は
私
に
と
っ
て
畑
博
行
先
生
を
恩
師
と
す

る
門
下
の
先
輩
で
あ
る
。
私
が
大
学
院
に
進
学
し
た
時
に
は
す
で
に
職
に
就
か
れ
て
い
た
た
め
に
接
触
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
様
々
な

場
面
で
随
分
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
。
最
近
で
も
、
数
年
前
私
が
ア
メ
リ
カ
へ
の
長
期
出
張
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
際
に
は
、
貴
重
な
助

言
を
数
多
く
頂
戴
し
た
。
中
で
も
、
先
生
が
ア
メ
リ
カ
留
学
時
に
指
導
教
授
か
ら
言
わ
れ
た
と
し
て
教
え
ら
れ
た
“You should be m

ore 

assertive.

”
と
い
う
言
葉
は
、
私
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
宝
物
と
な
っ
た
。
憶
す
る
こ
と
な
く
人
と
接
す
る
と
い
う
印
象
の
あ
る
西
村
先

生
で
す
ら
そ
う
い
う
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
周
囲
に
遠
慮
し
ま
く
っ
て
い
る
私
の
よ
う
な
姿
勢
で
は
志
を
果
た
す
こ
と
は
難
し

い
と
、
長
年
の
お
付
き
合
い
の
中
で
先
生
が
感
じ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と
拝
察
し
、
私
は
自
身
の
姿
勢
を
猛
省
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
こ
の
決

意
が
実
っ
た
か
は
残
念
な
が
ら
疑
問
だ
が
、
今
後
の
人
生
を
か
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
“assertive

”
な
姿
勢
で
臨
む
こ
と
を
自
身
の
最

大
の
課
題
と
し
た
い
と
心
に
期
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
こ
れ
だ
け
は
ぜ
ひ
書
き
残
し
て
置
き
た
い
と
思
う
こ
と
を
記
し
た
い
。
下
肢
に
障
害
を
持
つ
私
の
よ
う
な
障
害
者
に
と
っ
て

世
の
中
は
バ
リ
ア
だ
ら
け
な
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
を
人
に
理
解
し
て
も
ら
う
に
は
相
当
の
困
難
が
あ
る
。
し
か
し
、
西
村
先
生
は
昔
か
ら

私
に
対
し
て
様
々
な
配
慮
を
し
て
下
さ
っ
て
き
た
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
に
気
づ
か
れ
た
の
か
不
思
議
に
思
う
ほ
ど
、
自
然
に
気
遣
い

を
し
て
も
ら
っ
た
。
先
生
の
さ
り
気
な
い
優
し
さ
に
こ
れ
ま
で
何
度
感
謝
し
、
胸
を
熱
く
し
た
こ
と
か
。

　

広
島
大
学
を
退
職
さ
れ
た
後
も
隠
居
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
安
田
女
子
大
学
で
教
育
・
研
究
に
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
西
村
先
生

の
今
後
に
幸
あ
れ
と
心
か
ら
願
う
。




